







A Study on Japanese Modem Architect T. Yoshida's German Texts 
- Part 1:“Japanische Baukunst " (1937) -
- Translation and Annotation -
Hidekazu ICHlKA WA 
(Received Aug. 28， 2000) 
Tetsuro Yoshida (1894-1956) is one of the most important architects in ]apanese 
modern architecture. 
His famous three books，出atwere written in German， are “Das J apanische 
Wohnhaus (1935)"，“']apanische Architektur (1952)" and “Der ]apanische Garten 
(1957)". However， his German report “']apanische Baukunst (1937)" is forgotten 
unfortunately. 
These papers are ]apanese translation and annotation of architect T. Yoshida's 
German report. 



































この代表三部作(次頁の①②③)の内で、まず最初の①『日本の住宅 DasJapanische Wohnhaus ~ 





かって②『日本の建築 JapanischeArchitektur ~をまとめたが、出版は戦後の昭和 27 年(1952)の
ことであった。これには先の著作の功績も踏まえて、その年の日本建築学会賞が与えられた。
さらに壮絶な病床で口述筆記から脱稿した③『日本の庭園 DerJapanische Garten ~ (1957) を最
後にして、 62歳の吉田鉄郎は出版の日をむかえる前に息絶えたのである。
以上の著書三部作のほか、これまでの既存研究では全く知られていない独語テクストに本稿














1935 Dぉ JapanischeWohnhaus， Wasmuth (再版 :1954、英訳:1955年刊行) ・・・・・・・ ①
1937 Japanische Baukunst， in: W出 muthsLexikon der Baukunst V， Wasmuth， s30・35
1952 Japanische Architektur， Wasmuth ・・ ・・・ ・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・②
邦訳(薬師寺厚訳)W 日本の建築~ 1 I 東海大学出版会 1972、改訂新版 1975
1957 Der Japanische Garten， Wasmuth (英訳:同時刊行) ・ ・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・ ・③
2. 日本語による著書・論文等
3.訳書
1935 r日本住宅の再認識J: W今日 の住宅』朝日新聞社 p.130・137
1942 r建築意匠と自抑性J(建築雑誌昭和 17年 12月号に記載予定で執筆されたが実現せず、
死後の昭和 52年 1月に同誌で公表された。)
1950 rくずかごJ:建築雑誌昭和 25年 3月号 p.27・31
1953 r拙著『日本の建築』についてJ:建築雑誌昭和 28年 6月号 p.17
1954 r最近の世界の建築J: W世界美術全集 27巻西洋二十世紀IU 平凡社， p.8・18
1957 Wスウェーデンの建築家』彰国社
1968 W吉田鉄郎建築作品集』東海大学出版会
1946 W 日本の建築タウト著作集 2~ 育成社
1948 W 日本の居住文化タウト著作集 3 ~ 育成社
1949 Wタウ ト:日本の家屋と生活』雄鶏社(篠田英雄と連名)
1952 Wタウト:建築と芸術』雄鶏社
1978 W ラス ム ッ セ ン: 北欧の建築~ SD選書鹿島出版会
主な参考文献
1)向井覚 ・内田祥哉編 『建築家 ・吉田鉄郎の手紙』鹿島出版 1969
2) 向井覚編 『吉田鉄郎 ・海外の旅』通信建築研究所 1980
3) 向井覚 『建築家吉田鉄郎とその周辺』相模書房 1981
4) r吉田鉄郎氏亡くなるJ: W国際建築~ 1956年 10月号 p.59-63
5) r吉田さんの追憶J: W郵政建築~ 1960年 8月号 p.ト7
6)近江栄「建築家吉田鉄郎の人と思想、J: W建築界~ 1964年 2月号
7) W建築~ 1968年 10月号「特集:吉田鉄郎」
8)矢作英雄「吉田鉄郎の建築論的研究 その 1-13J 日本建築学会大会学術講演梗概集 1968-1981など。
9)片山隆三 「吉田鉄郎の建築意匠と日本文化の特質J:北海道東海大学紀要第 3・4合併号 1983p.9・17













































計:石川純一郎 1932)8)は、地上 10階・地下 2階の鉄骨・鉄筋コンクリート造であり、外壁は
白タイルのモザイク張りを基調としており、クロムメッキされたステンレス張りの腰壁が付け

















パのスタイルで設計された住宅には、建築家の上野伊三郎 15)や山田守 16)、土浦亀城 17)、蔵田























図-6.)東京中央郵便局発着台(逓信省営繕課・吉田鉄郎 1933) 図-7.)東京築地魚市場(東京市建築課 1934)









々閉 じようなテーマの論議が重ねられた。例えば 1936年 1月号の『建築雑誌』には「日本建築の様
式に関する座談会Jが記載され、出席者には堀口捨巴や山田守、土浦亀城、藤島亥治郎、佐藤武夫、
谷口吉郎、 市浦健、田辺泰、清水一、大岡実、小野薫、権藤要吉とともに、吉田鉄郎も入 って いた。







この建築は、 1886(明治 19)年以来の半世紀にも及ぶ国家的宿願 の結実した一大事業として 、日




的に進められた。 1918年 9月既に敷地整理が始ま った段階で、広く帝国臣民からデザイン案を懸
賞募集し て、 一等に渡辺福三 (宮内省)が決ま った。そして臨時建築局はこの渡辺案に基づきながら、
吉武東里をチーフにしてデザイン検討を重ねてまとめたのが、現在の国会議事堂である。
4) エンデ H.Ende1829-1907とベックマン W.Beckmann1832-1902 
ドイツ人建築家。十九世紀末のドイツ建築界を代表する実力者であり、ベルリンにて共同で事務
所を開設して旺盛な設計活動を繰り広げる 一方で、ビスマルク政府の建築事業を推進し、建築教育
とジャーナ リズムの方面においても 中心的な存在であった。明治政府による 欧化政策の中心にいた



















( 1939)に結晶した O 吉田鉄郎にとって、 H本建築の伝統・本質を損なうことなく、時代に応えられ
る新しい建築表現を追究することが一貫した生涯のテーマだった。
8) 石川純一郎 IshikawaJunichiro 1897国1987
建築家。 1922年東京帝国大学建築学科卒。竹中工務届に入り、「大阪朝日ビルj の設計で新興建
築家の旗手的存在として認められた o





10) 山口文象 YamagutiBunzo 1902-1978 
建築家。東京生まれ。 1917年蔵前職工徒弟学校卒業 O 清水組を経て逓信省に製図工として就職
し、 1923年に倉IJ字社を結成。 1930年には渡米して、グロピウスに師事。戦後は設計組織 RIAを設
立した o 代表作には山田邸(1936)や久が原教会(1950)、新制作座文化センター(1963)などがある O
11) 村野藤吾 MuranoTogo 1891・1984
建築家。 1918年早稲田大学建築学科卒業後、大阪の渡辺節建築事務所に入所。 1929年には独白:
し、半世紀以上にわたって型にはまらない自由な造形表現に満ちた多様な作品を数多く発表し続け
た o 代表作には宇部市民館 (1937)や世界平和記念聖堂 (1953)、大阪新歌舞伎座(1958)、日本生命日
比谷ビル(1963)、箱根プリンスホテル(1978)、新高輪プリンスホテル(1982)などがある。
12) 安井武雄 YasuiTakeo 1884-1955 
建築家。 1910年東京帝国大学建築学科卒。卒業設計の木造住宅がスキャンダルを起こして南満
州鉄道営繕課に行かされたものの、十年後に片岡安(1876・1946)に呼び戻されて片岡事務所のチーフ
として活躍。 1924年に安井建築設計事務所を設立。「自由様式J という独特な作風で知られた o 代
表作には初期の大阪倶楽部(1924)を始め、日本橋野村ピル(1930)や京都競馬場(1938)、大和紡績ビ
ル(1952)などがある。





る o さらに『利休の茶室~ (1949)や『桂離宮](1952)などの著書がある。
14) 吉田五十八 YoshidaIsoya 1894-1974 
建築家。東京美術学校卒業。 1925年欧米留学の後、日本の伝統的な建築様式の近代化に専念。
戦後 1949年東京芸術大学教授。 1960年には吉田五十八研究室を設立。代表作には杵屋別邸(1936) 
や日本芸術院会館(1958)、五島美術館(1960)、大和文華館(1960)などがある o
370 






16) 山田守 YamadaMamoru 1894-1966 
建築家。 1920年東京帝国大学建築学科卒。「分離派建築会j のメンバー。逓信省技師として東京
中央電信局(1925)などを設計して注目され、吉田鉄郎とともに逓信省の華々しい建築時代を築く。
戦後 1949年に山田守建築事務所を設立 o 1951年には東海大学教授ならびに理事O 代表作には、東
京逓信病院(1937)や日本武道館(1964)、京都タワービル (1964)などがある。
17) 土浦亀城 TsuchiuraKameki 1897-1996 
建築家。茨城県水戸生まれ。 1922年東京帝国大学建築学科卒。翌年渡米して、ライトのタリア
センで学ぶ。 1926年に帰国し大倉土木を経て、 1934年に独立 o 1939年に満州国新宮に事務所開設。
戦後は東京八重洲に事務所を開設し、木造乾式構造を工夫して白くモダンな都会風の作品をつくっ
た。代表作には 2つの自邸(1931，1935)や野々宮アパート(1936)などがある o
18) 蔵田周忠 KurataChikatada 1895・1966
建築家、建築史家。山口県生まれ。 1913年私立工手学校建築科(現・工学院大学)卒業。三橋建
築事務所や曾浦中条建築事務所、関根建築事務所を経て、 1921年早稲田大学建築科選科修了後、
分離派建築会に参加 o 1927年東京高等工芸学校講師 o 1930年渡独、翌年帰国し設計活動開始。 1932
年武蔵高等工科学校教授。戦後 1949年に武蔵工業大学教授。 1951年には東京芸術大学教授。代表
作には斉藤邸(1935)や古仁所邸(1936)、山口市庁舎(1949)、杉並区公民館(I953)などがある。さら
に『ジートルンクの新形態~ (1932) や『ブルーノ・タウト~ (1942) 、『グロピウス~(l953) 、『近代建築
史~ (1965)などの著書が多数ある o





藤村記念堂 (1947)、秩父セメント第二工場(1956)、東京国立博物館・東洋館(1968)などがある O ま
た『雪あかり日記~ (1947) や『清らかな意匠~ (1 948) 、『建築に生きる~ (1974)などの随筆集がある。
20) 市浦健 IchiuraKen 1904-1981 
建築家。 1928年東京帝国大学建築学科卒。 1936年 12月結成「日本工作文化連盟j の機関誌「現
代建築Jを編集。また住宅営団で転式構造の組立住宅を設計ー、プレバプ住宅の先駆的な活動を展開。
戦後も住宅公団にあって合理主義建築を主唱。代表作は阿部邸(1937)や千里ニュータウン(1962)等。
21) 山越邦彦 YamakoshiKunihiko 1900・1980
建築家。 1925年東京帝国大学建築学科卒。戸田組設計部に入社。 1930年 7月に発足した「新興
建築家連盟Jの中核として石原憲治たちと新建築思潮講演会などを開催して活動し、また -{1三程の
短命だった雑誌『建築時潮』の編集長でもあった。代表作にはドモ・デイナミカ(自邸，1933)などの





23) 伊東忠太ItoChuta 1867-1954 
日本最初の建築史家、建築家。山形県生まれ。東大教授 O 日本建築史を体系化し、東洋建築史研
究の基礎を築いた o 建築作品に平安神宮 (1893)や東京築地本願寺(1934)などがある。また『伊東山
太著作集』として第 I期(全 6巻)・第 H期(全 5巻)・第皿期(全 6巻)が原書房より刊行されている。
24) r日本建築の本質を継承するところから新たな日本的様式が形成される j とは、吉田鉄郎自身が、
日本近代建築運動にとっての最も大きな課題であると確信して追究したことにほかならない。
